
 

民俗企画展｢上溝
かみみぞ

番田
ば ん だ

の神代
じんだい

神楽
か ぐ ら

｣を開催します 

 

神代神楽とは、面をつけて『古事記』や『日本書紀』の神話を演じる黙劇風の芸能で、祭りなどで神に奉納

されます。上溝番田の神代神楽は、代々亀山家が元締を務め、相模原市や座間市を中心とした地域で神楽の奉

納を担ってきました。 

令和 4（2022）年に保存会が解散となり、書状や面、衣裳等が当館に寄贈されました。これら亀山社中の神

楽道具の数々について、これまで市民ボランティア「福の会」を中心に資料整理を行ってきましたが、本展示

ではその成果を初公開いたします。 

実際に使用されてきた道具を通して、深遠なる神代神楽の世界の一端を感じていただければ幸いです。 

 

会   期 令和６年７月１３日(土)〜９月８日(日) 

休館日：７月１６日（火）、８月２６日（月）、９月２日（月） 

開 館 時 間 午前９時３０分〜午後５時 

会   場 市立博物館１階 特別展示室 観覧無料 

（所在：相模原市中央区高根３丁目１番１５号） 

 

関 連 事 業 

（１）プラネタリウムで神楽「神話から見る神々の世界」 

内 容：プラネタリウムで神楽をお楽しみいただけます。 

全天周映像による演出や星空解説とのコラボレーションイベントです。 

日 時：７月１３日（土）①１３時～１４時 ②１５時～１６時 

場 所：プラネタリウム 

演 者：相模里神楽垣澤社中 

定 員：各回当日先着２００名 

料 金：大人５００円、未就学児・市内在住又は在学の小中学生 

無料、左記以外の小中学生２００円、６５歳以上２５０ 

円（要証明書）、障害者手帳の交付を受けている方とその 

介護者・ひとり親家庭の方無料（要証明書） 

 

（２）講演会 「日本の神楽と神代神楽」 

内 容：約１０００年の歴史を持ち、多様な内容で現在に継承されている神楽の歴史とその意味を講

じ、記紀神話をもとにした「神代神楽」の内容と特色などをお話します。 

日 時：７月２８日（日）１４時～１６時 

場 所：大会議室 

講 師：小川直之氏（國學院大學名誉教授） 

定 員：当日先着１００名。希望者は直接会場へ。 

 

 

問い合わせ先 

博物館 

電話 042-750-8030 

博物館ＨＰ 

面（天照大神など

で使用） ▶ 

令和６年６月２８日 

相模原市発表資料 

ほか、ワークショップやギャラリートークを予定 

しています。詳しくは博物館ホームページをご確認

ください。 

「神楽免許状」明治９（1876）年 

（実物展示は８月４日まで）   ▶ 


